
南山大学・総合政策学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３３９１７

基盤研究(C)（一般）

2021～2017

定年退職前後の仕事、地域社会・家族との関わりの変化と高齢者の健康の関係

The effect of involvement in work, community, and family before and after 
retirement on health

５０４３２０３４研究者番号：

水落　正明（Mizuochi, Masaaki）

研究期間：

１７Ｋ０３７８２

年 月 日現在  ４   ５ ２５

円     3,200,000

研究成果の概要（和文）：本研究の分析から、引退前に一定強度（軽・中）の運動を日常的に行っていた場合や
家事参加していた場合には、引退によって健康が悪化することはないが、そうでない場合には引退によって健康
が有意に悪化することなどが明らかになった。引退前の生活習慣が引退の健康への効果を規定する重要な要因で
あると言える。ただし、引退前に社会参加活動や余暇活動が活発であった場合に、そうでない場合と比べて健康
悪化することも明らかになり、さらなる検証が必要である。

研究成果の概要（英文）：This study shows that individuals those who had engaged in exercise (light 
or medium intensity) or had participated in house chores do not experience significant health 
decline after retirement, however, those who had not engaged in exercise or had not participated in 
house chores experience significant health decline after retirement. These results suggest that 
lifestyle prior to retirement is an important factor to determine the effect of retirement on 
health. However, this study also shows that individuals those who had engaged in social and leisure 
activities experience more health decline after retirement compared to those who had not. This 
indicates that further investigation is needed. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
引退が高齢者の健康状態に与える影響については一致した見解が得られておらず、本研究はその原因として引退
前の生活習慣という視点から影響の不均一性を考慮し、引退に多様な効果があることを明らかにした。特に、運
動習慣だけでなく家事参加など、一見、健康とは関係が薄いように見える要因も、引退が健康に与える影響を変
える可能性があり、そうした面からも高齢者の健康を改善させることができることを示したことには、一定の学
術的・社会的意義があると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 わが国は世界に類を見ない超高齢社会に足を踏み入れている。そうした中、社会保障制度とり
わけ医療財政の持続可能性を高めるためには、高齢者の健康状態を適切に予測し、そしてコント
ロールする必要がある。 
 高齢者の健康状態に影響を与えうる重要な要素として、仕事からの引退がある。すなわち、仕
事が主の生活から仕事が従あるいは無い生活へ移行することで、心身の健康状態が悪化する可
能性がある。あるいは、身体的な負担が大きかったり、ストレスフルであったりする仕事から離
れることで健康状態が改善する可能性もある。こうした引退行動が心身の健康状態に与える影
響について、国外でもこれまで多くの研究が行われている（Behncke, 2012 など）が、健康状態
を改善するのか、あるいは悪化させるかについては結果が分かれている。 
 このように一致した見解が得られていない原因として、引退前における家族や地域社会との
関わりなどの媒介的な要因が、十分に考慮されていないことがあげられる。水落（2022）では、
定年退職前後で家族との関係が大きく変わっていく様子が捉えられており、そうした変化は、そ
の後の健康に影響を与えると考えられる。しかしながら、Hashimoto（2013）も指摘するように、
こうした引退過程における家族や地域社会との関わりが、健康に対する引退効果にどのように
影響しているかについて十分には研究されていない。 
 
２．研究の目的 
 高齢者の健康状態を変化させることは容易ではなく、もし健康状態を良い状態に保ちたけれ
ば、引退前の段階で介入するのは 1 つの重要な方法であると考えられる。そこで、引退前の健康
維持活動や地域社会・家族との関わりによって、引退が健康に与える影響が異なるのかを明らか
にする。こうした影響を明らかにすることは、定年延長やワーク・ライフ・バランス推進などの
政策的介入が、高齢者の健康状態にどのような影響を与えるかについて、議論する材料を提供す
ることになる。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、「中高年者縦断調査」（厚生労働省）を用いて分析を行った。この調査は平成 17
年から 50-59 歳を対象に開始され、毎年 1回、同一人物に繰り返し調査を行っており、引退前の
健康活動や地域社会、家族との関わりを把握でき、引退がその後の健康に与える影響がそれらの
媒介要因とどのような関係にあるのかを把握できる貴重なデータである。 
 本研究では、記述的な分析や平均処置効果推定による予備的な分析を行ったあと、操作変数法
による因果推定を行っている。引退と健康には内生的な関係（引退と健康の同時決定関係および
観察できない特性による引退と健康への影響）があることが知られており、その関係性を考慮し
ないで推定した場合、引退が健康に与える影響にはバイアス（偏り）が生じ、影響が正しく推定
されないという問題がある。そこで、本研究では操作変数法を用いて内生性の問題に対応した推
定を行った。従属変数である健康指標については、健康を多面的に捉えるために、主観的健康、
身体的健康、精神的健康を用いている。主観的健康は 6 段階評価を 2 値に分け、悪い場合に 1、
良い場合に 0と変数化している。身体的健康は、歩く、ベッドや床から起き上がるなどの日常的
な活動に困難を感じている場合に 1、感じていない場合に 0 と変数化している。精神的健康は、
日本版 K6 のスコアが 5 以上の場合に 1（抑うつ症状がある）、0（症状がない）と変数化した。
推定作業においては、引退の短期的効果と長期的効果を分けて推定しているが、以下の研究成果
の節では、より重要な長期的効果についてのみ記載する。引退が健康に与える短期的効果を含む
結果の詳細については、Mizuochi(2021)を参照されたい。 
 
４．研究成果 
（1）本研究では、これまで注目されてこなかった、引退前の健康維持活動や地域社会・家族と
の関わり方によって、引退が健康に与える効果が異なることを明らかにした。いくつかの引退前
の要因を考慮した分析を行ったが、本報告書では、その中から興味深い結果が得られた 6つの要
因について記述する。以下、（2）軽度の運動（息がはずまない程度）の有無、（3）中程度（多少
息がはずむ程度）の運動の有無、（4）余暇活動（趣味や教養など）の有無、（5）社会参加活動（地
域行事など）の有無、（6）近隣との付き合いの有無、（7）家事参加の有無、の順に記述している。 
 本研究で得られた知見として、引退前に一定強度（軽・中）の運動を日常的に行っていた場合
や家事参加していた場合には、引退によって健康が悪化することはないが、そうでない場合には
引退によって健康が有意に悪化することなどが明らかになった。引退前の生活習慣が引退の健
康への効果を規定する重要な要因であると言える。ただし、引退前に社会参加活動や余暇活動が
活発であった場合に、そうでない場合と比べて健康悪化することも明らかになり、さらなる検証
が必要であると言える。 



（2）引退前の軽度の運動の有無別に、
引退の影響を記述的に見ると、運動して
いなかったグループでは、主観的健康と
身体的健康が悪化し、精神的健康には変
化ないように見える。運動していたグル
ープでは、長期では主観的健康と身体的
健康が悪化しているように見える（図
1）。操作変数法による推定では、運動を
していなかったグループで、引退が主観
的健康を悪化させるものの、運動をして
いたグループでは有意な影響は確認さ
れなかった。 
 
 
 
 
（3）引退前の中程度の運動の有無別に、
引退の影響を記述的に見ると、運動して
いなかったグループでは、主観的健康と
身体的健康で引退後に悪化しているよ
うに見えるが、精神的健康には変化はあ
まり見られない。運動していたグループ
でも、同様の変化になっているように見
える（図 2）。操作変数法による推定結果
では、運動をしていなかったグループ
で、引退が主観的健康と精神的健康を有
意に悪化させるものの、運動をしていた
グループでは有意な影響は確認されな
かった。 
 
 
 
 
（4）引退前の余暇活動の有無別に、引退
の影響を記述的に見ると、いずれのグル
ープにおいても、主観的健康と身体的健
康は悪化し、精神的健康については、長
期的には改善しているように見える（図
3）。操作変数法による推定結果では、余
暇活動に参加していたグループで、引退
が主観的健康と精神的健康を有意に悪
化させるものの、参加していなかったグ
ループでは有意な影響は確認されなか
った。 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 軽度の運動 

図 2 中程度の運動 

図 3 余暇活動 



（5）引退前の社会参加活動の運動の有
無別に引退の影響を記述的に見ると、い
ずれのグループでも主観的健康と身体
的健康が悪化しているように見える。精
神的健康については、参加していなかっ
たグループで変化はなく、参加していた
グループで改善しているように見える
（図 4）。操作変数法による推定結果で
は、参加していたグループで精神的健康
が有意に悪化するものの、参加してなか
ったグループでは有意な影響は観察さ
れていない。また、参加していなかった
グループで、身体的健康が改善すること
も明らかになっている。 
 
 
 
（6）引退前の近隣との付き合いの有無
別に、引退の影響を記述的に見ると、い
ずれのグループにおいても、主観的健康
と身体的健康は悪化し、精神的健康につ
いては、長期的には改善しているように
見える（図 5）。しかしながら操作変数法
による推定結果では、いずれのグループ
においても、引退が健康に与える影響は
有意とならなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（7）引退前の家事参加の有無別に、引
退の影響を記述的に見ると、いずれのグ
ループにおいても、主観的健康と身体的
健康は悪化し、精神的健康については、
長期的には改善しているように見える
（図 6）。操作変数法による推定結果で
は、家事参加していなかったグループ
で、主観的健康と精神的健康が有意に悪
化するが、参加していたグループでは、
有意な影響は確認されなかった。身体的
健康への影響については、いずれのグル
ープについても有意にはなっていない。 
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図 4 社会参加活動 

図 5 近隣との付き合い 

図 6 家事参加 
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